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	主題名
	自然のしくみ
	内容項目
	D 自然愛護

	教材名
	自然を守るエゾリス
	出典
	小学道徳　ゆたかな心

	主題構成の理由
	自然の仕組みについて理解することを通じて，地球に存在している自然環境が見せるすばらしさや不思議に感動させ，動植物や自然環境を大切にしたいと思う心を育むため。

	ねらい
	動物と植物が共存していることを知り，自然の偉大さに感動することを通して，自然環境を大切にしようとする。
【理解，判断力】動物と植物が共存共生していることや，自然環境を守ってきたことを理解する。
【心情】小さな動植物が，広大な自然環境を守っているという自然の仕組みのすばらしさを感じる。
【実践意欲と態度】美しい風景や大自然を生み出している自然の仕組みに畏敬の念をもち，自然環境を大切にしようとする。

	学習指導過程
	・「生き物どうしの共存共生」について話し合う。
・「自然を守るエゾリス」を読んで，自然の仕組みについて考える。
　★動物と植物が共存共生している自然の仕組みのすばらしさを感じているか。
・自然の仕組みを守るためにできることを考える。
　★自然の仕組みに畏敬の念をもち，自然環境を大切にしようとしているか。
※★…「評価」につながる見取り

	他の教育活動との関連
	●道徳の授業
・「13 海を耕す人たち」を読んで，自然を大切にすることについて考えさせる。

●総合的な学習の時間
・各自が調べてきた自然環境を守る活動について発表させる。

・クラスや家庭でもできる「自然環境を守る活動」を話し合わせ，実践化を図る。
●道徳の授業
・「自然を守るエゾリス」を読んで，自然の仕組みについて話し合う。

・『学びの足あと』で振り返らせる。
●総合的な学習の時間
・自分たちにできる自然環境を守る活動を話し合わせ，行動させる。
●家庭
・自然環境を守るために，家庭でできることを家族と話し合い，行動させる。
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